
（様式⑦-1　小学校・中学校）

　

堺市立家原寺小学校

校長　馬場　博志

●モジュール(朝学習)や宿題で、国語では漢字の習熟、書く活動を、算数では
プリントやドリルなどで基礎・基本事項の反復を行う。

・全国学力・学習状況調査の基礎・基本の項目で全国平均を上回る。
全国学力・学習
状況調査

３学期 ◎ ◎ ◎

「７つのやくそく」「読書習慣」について、懇談や学校だより等で保護者に啓発
し、生活・学習習慣の向上を図る。

・学校図書館利用時に読書活動の啓発をする。
・「生活・学習習慣の向上を図っている」で肯定評価昨年度以上
・「家でもよく読書をしている」で肯定評価昨年度以上

実践報告
学校アンケート
児童アンケート

毎学期
３学期 ◎ ◎ ◎

「家庭を学びの環境に」を参考に「家庭学習ノート」に取り組み、家庭学習習慣
の向上を図る。

・「子どもは宿題のほかに家庭学習をしている」で肯定評価昨年度以上 学校アンケート ３学期 ◎ ◎ ◎

I
C
T

学年に応じたＩ
ＣＴを活用する
力を身に付け
る。

★中学校での学習に向けて、１人１台のパソコンを活用するなど、ＩＣＴを使って
学習する。また、家原寺版「情報活用能力チェックリスト」も活用する。

・「じゅ業で本やインターネットを使って、グループで調べる活動をよく行ってい
ますか。」「たくさんのじょうほうを集めたとき、じょうほうを整理したり、特に何
が大切かを考えたりしていますか。」で肯定評価昨年度以上
・家原寺版「情報活用能力チェックリスト」肯定評価昨年度以上。

堺市学調
家原寺版「情報
活用能力チェッ
クリスト」

３学期 ◎

・各学年，タブレットで取り組めそうな内容であれば積極的に使
用するようにしている。

◎ ◎

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

●人権教育・道徳教育に関して、適切で効果的な指導を行う。
●各学年の実態に応じた内容の平和学習を行う。
●自分のよさや頑張りを認められるように、「心のアンケート」を実施する。（年
２回）
●なかよしタイムでの異年齢との交流や、各学級での「よいところみつけ」等の
取組を通して、仲間づくりを進める。

・正しい人権感覚を身につけ、正しく判断・行動できる。
・各学級、授業参観時に道徳の授業を行う。
・「『なかよしタイム』やさまざまな活動で　友だちと仲良く活動できた」で肯定評
価80％以上
・３学期の「心のアンケート」で肯定評価１学期以上。

実践報告

児童アンケート

毎学期

３学期
◎ ◎ ◎

進んで挨拶ができるよう、「あいさつ運動」等を実施し、さまざまな場面で児童
が主体的に活動する取組を進める。

・見守り隊の方や来校者などに進んで挨拶している姿が見られる。
・「自分からよくあいさつをすると思う」「すすんであいさつをしている」で肯定評
価昨年度以上

実践報告

学校アンケート
児童アンケート

毎学期

３学期
◎ ◎ ◎

●生活アンケート（いじめ・不登校など）の確実な実施、いじめなどの相談窓
口、校内委員会の設置など、日頃から、いじめなどの問題に早期発見・早期解
決に取り組む。
●情報モラル・情報活用能力を身に着けられるよう，学期に１、２回程度の発
達段階に応じた授業を計画的に行う。
●児童のいじめに対する認識や考え方を見つめなおすいじめの啓発授業を行
う。

・生活アンケートを学期ごとに全学級で実施し、問題解決に向けて組織的に対
応している。
・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。」で肯定評価
１００％

実践報告
全国学力・学習
状況調査
堺市学調

毎学期

３学期
◎ ◎ ◎

・「小学校体育指導の手引き」に基づく授業を実践し、体育力の向上をめざす。
・なわとび、かけ足などを中心に、できる限りの運動に取り組み、運動量を増や
す。
・月１回の児童朝礼でリズム体操に取り組み、課題である瞬発力と、柔軟性の
向上をめざす。

・全学級で実施 実践報告 毎学期 ◎ ◎ ◎

健康教育・食育・眠育などの推進（歯磨き指導、給食指導、派遣栄養士の活用
など）

・全学級で実施
実践報告
堺市学調

毎学期 ◎ ◎ ◎

安
心

安
全

安心・安全な
学校づくり

毎月の安全点検、避難訓練（不審者対応・火災・自然災害）、下校指導など ・学校全体で実施 実践報告 毎学期 ◎

・月１度の安全点検，避難訓練，下校指導を実施している。
・緊急時に保護者へスムーズに引き渡しできるように引き渡し
訓練を６月に実施。
・心肺蘇生法講習，不審者対応研修を行っている。

◎ ◎

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

地域団体との清掃活動や交流などを行い、児童の地域への愛着を高めるとと
もに、地域への貢献に努める。

・地域人材を活用した授業、取り組みを実施 実践報告 毎学期 ◎ ◎ ◎

ホームページ・学校通信・学年通信などを通して、学校の情報発信に努める。 ・ホームページ・学校通信・学年通信など 実践報告 毎学期 ◎ ◎ ◎

・ステップアップ研修で「小学校体育指導の手引き」に基づく授
業実践の研修を行い，教員の指導力向上をはかった。
・なわとび，かけ足などの運動は今後実施していく。今年度は，
体育委員会主体で，長縄練習会を開催する予定。
・月１回，朝礼で継続的にリズム体操に取り組み，瞬発力と柔
軟性の向上に取り組み中。
・月に１回程度，栄養職員による食育指導が行われている。
・みんいくアンケートを取り，集計結果と考察を保健だよりで知
らせるなど，眠育の推進をはかっている。

・ステップアップ研修で，授業実践の手立てな
どを行う。　　　　　　　　　　　　　　・月１回，朝
礼でリズム体操に取り組む。「朝礼のリズム
体操・かけ足・なわとび・体育の授業などで進
んで取り組んでいる」では前年比＋６％。しか
し，瞬発力と柔軟性の向上は，今後も課題で
ある。

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

・地域清掃に取り組んだ。
・まち探検で地域の方にインタビューを実施。
・地域を題材とした総合的な学習を３～６年生のそれぞれの学
年で実施している。地域からゲストティーチャーを招き，出前授
業等を行った。
・ホームページ・学校通信・学年通信で学校の様子を伝えてい
る。

・まち探検、総合での学習や地域清掃などで
地域の方々との交流や地域学習を行った。
・身近な社会や地域への親しみを持てるよう
に授業を進めた。
・ホームページで授業の様子、学校通信や学
年通信で行事などを保護者だけでなく、見守
り隊や自治会の方にも配布し、情報発信でき
た。

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

・図書委員がさまざまな取り組みを行っている。
・学校司書やPTAの読み聞かせ、図書館サポーターのおかげ
で、本に触れる機会がふえ、図書室利用がスムーズに行われ
ている。
・１年生の家庭に「家庭学習の手引き」を配付し、それをもとに
家庭学習の取り組み方を説明している。
・各学期行われている「ノートグランプリ」も、子どもの励みとなっ
ている。

・生活アンケートを実施，いじめ認知を積極的に行い，予防，早
期発見，早期対応に取り組んだ。
・全国学調にて6年生，「いじめは，どんな理由があってもいけな
いことだと思いますか。」で肯定評価１００％達成。
・情報モラル・活用能力向上の各学年授業プランの基礎を討議
中。

・平和学習では，各学年がDVDなどを鑑賞し，発達段階に合わ
せて，命の尊さを再認識する機会をもった。
・なかよしタイムでの異年齢との交流を通して，仲間づくりに取り
組んでいる。
・計画通り，1学期に「心のアンケート」を実施した。

・「自分からよくあいさつをすると思う」「すすん
であいさつをしている」で肯定評価昨年度同
程度
・各学期アンケートを実施し、気になる児童に
は個別に面談も行い、問題が大きくならない
うちに対応することができた。
・情報リテラシー教育に関する発達段階に応
じた指導・授業の案の構築。児童保護者アン
ケートによる啓発の推進を構築した。
・3学期実施の心のアンケートでは，１学期と
比べて否定回答の割合が減り，少しではある
が自己肯定感の高まりが感じられた。

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

・年度末に行っている読書100冊チャレンジで
は，表彰者は，昨年度比147％と大幅に増え
た。
・「金曜日は家学の日」が定着している。各学
期に実施している「ノートグランプリ」では，
30％以上が家庭学習ノートで表彰されてい
る。

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

進捗確認
（～9月）

◎

自己評価

◎

学校関係者評価

達成状況（年度末）

◎

・全校学力・学習状況調査では全国平均を上回った。
・全国学力・学習状況調査の質問調査では、該当項目について
肯定評価７０以上となっている。
・「学びを自分ごとにするために」という研究主題のもと、ブロッ
ク研修を中心に授業研究をしている。
・夏季職員研修を含め校内研修において、外部から講師を招き
生活科・総合・社会科を中心に先生方が教科の指導方法を学
んだ。

・全国学力状況調査では，全国平均は上回っ
た。
・「学びを自分ごとにするために」という研究
主題のもと，各学年で研究授業を行った。そ
の結果，生活科・総合学習・社会科などを中
心に地域を題材とした授業が充実した。

・学校の自己評価の説明を受
けて、その通りだという意見を
いただいた。
（詳しくは「学校関係者評価か
ら」の欄に記入）

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

中学校区におけるめざす子ども像　　　【確かな学び】他者の意見を聴き自分の考えを広げたり深めたりすることができる子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【豊かな心】正しい人権意識を持って行動し，自他の良さを認め合うことができる子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【健やかな体】心身の健康をはぐくみ，自他の生命を大切にできる子ども

令和７年度　重点目標　　　　　　　　　　◎人権教育を基本とした全ての教育活動の中での豊かな心と健やかな体の育成　　　　　　　　　　◎主体的・対話的で深い学び（聴き合うこと）を通して総合的な学力の向上　　　　　　　　　　　◎安全・安心で良好な教育環境の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎自立を育む特別支援教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　◎家庭・地域と連携した教育の推進

確かな学びの現状
・学力調査では、国語算数とも全国平均より上位に位置している児童が多い。また、学力低位層は少ない一方で、学力の両力極分化が見られる。
・人(大人や友だち)・ものに恵まれた環境に身を置き、安心して健やかに成長している児童が多い。
・授業に対して「受け身」の姿勢が見られ、「自分から」「自分事として」とらえることが課題。
・ICT機器を使用する児童は多い一方で、ICT機器を活用して、意見交換や発表する機会が少ない。
・学習に対する意欲や態度は高い。特に、算数でその結果が顕著にみられる。
・国語の読むこと・書くこと等校内研修で取り組んできたことが、大きく寄与している。

豊かな心・健やかな体の現状
・「なかよしタイム」などの縦割活動をとおして、異学年の交流が深まり、高学年において自尊感情の増加がみられる。
・新体力テストの堺市平均と比べ、３学年以上数値が低い種目は「男子：５０ｍ走、ソフトボール投げ」「女子：５０ｍ走，２０ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ、長座体前屈」である。結果から、男女とも該当する
「５０ｍ走」【瞬発力】と、男子でも２学年にわたり数値が低い、「長座体前屈」【柔軟性】の課題が考えられる。
・年に2度実施している「こころのアンケート」では、「私は人の役に立ちたいと思っている」に肯定回答している児童は、９５％であったのに対して、「私は自分のことが好きである」は８
３％、「自分にはよいところがある」は８８％であった。

大
項
目

中
項
目

具体目標 具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

評価方法

確
か
な
学
び

学
力
向
上

「わかる授業」
づくりに取り組
み、基礎的な
知識・技能を
習得させ、学
力の向上を図
る。

●自ら考え行動し、学ぶ喜びを味わえる子どもの育成。
　自分ごととしてとらえられる課題、本気で向き合える課題を設定し、子どもた
ちの思考の流れに沿った単元構想を行う。
●学びを自分ごとにするための視点を取り入れた授業を全学級で実施する。

・総合学習プロフィールにおいて「学びに向かう力」が昨年度の同一集団を上
回る。
・全国学力・学習状況調査の「授業では，課題の解決に向けて、自分で考え，
自分から取り組んでいた」で肯定評価７０％以上。

全国学力・学習
状況調査
実践報告

豊
か
な
心
の
育
成

豊かな心を育
てるために人
権教育・道徳
教育を推進す
る。
自他のよさを
見つけ、認め
られる子ども
の育成を図り、
子ども一人ひ
とりの自尊感
情を高める。

健
や
か
な
体
の
育
成

体力を維持す
るための運動
に取り組み、そ
の基礎となる
健やかな体づ
くりの指導

判断基準
（評価のものさし）

評価時期

毎学期

校長より（年度末）
◎確かな学び
・基礎・基本事項が習得できるように，子どもたちにもその意義を理解させ，授業の中でも反復練習を行うことができた。
・自分事の学びとするために，子ども自身が学習課題の設定したり，授業の見通しを立てて学習したりする学習形態をとることができてきている。
・研究授業を年間６回、それに加えて残りの教員が公開授業に取り組むことで，共通した授業に対する考え方のもと、授業改善を行うことができた。
・出前授業や社会科見学等で本物に触れたり，地域と関わる学習からよりよい生活にするための学びにしたりして，子どもたちが楽しみながら，生き方につながるような授業を取り入れることができた。
◎豊かな心・健やかな体
・日常的にすすんで挨拶ができるように，心と心が行き交わせるような取組の中で挨拶の意義やよさを感じられるようにしていきたい。
・道徳教材から，自分の考えもって，友だちの考えと照らし合わせて考える授業展開を積極的に行ってきた。よりよい行動の仕方を見直し，実践につなげられるようにしたい。
・体力や体育技能における児童の実態を把握し，体育年間計画に即した授業実践，体育的行事，運動遊びを通して，さらに個人の体力向上とともに，体育的な思考力・判断力・表現力を向上させたい。
◎地域との連携
・生活科や総合的学習を通して積極的に地域の方々とかかわる学びをしてきた。継続して，楽しい学びの中で，自分たちの住んでいる地域に誇りをもつことができるようにしていきたい。
・PTAの方々にも行事や取組で，学校教育に関わっていただくことができた。継続して参画していただくことで，子どもの成長を支えてもらえるようにしたい。

学校関係者評価者から（年度末）
・学校アンケート項目の「こまったとき，先生に相談できる」の項目が昨年度より低くなっていることは，困っているこが少ないともとらえられるので，これまで
通りの対応で構わないと思う。
・朝礼の時間に，みんなで体を動かすことは，とてもいいと感じており、アンケートの「進んで運動に取り組んでいる」の項目が昨年度より高くなっていること
の一つの要因だと思う。
・「いじめはどんなことがあってもいけないこと」の肯定評価が１００％になっていることはいいが、「いじめ」の捉え方や感じ方に少し温度差があると感じてい
るので、引き続き学校で指導の継続が必要。
・トラブルを感じている子、逆の立場の子のどちらも、カウンセリングが受けられる体制も必要と感じている。
・行事の連絡などが、ホームページに掲載されているとありがたいです。
・登下校中に走ったりする子も多いため、安全指導を引き続きお願いしたい。
・小学校は、「正義」の砦だと思っているので、正しいことは正しいと言えるよう、道徳心を育てていってほしい。

地
域
と
の
連
携

信
頼
さ
れ
る
学
校

学校・家庭・地
域が情報や目
標を共有し、
「つながる・ひ
ろがる」教育を
推進する。

生
活
・
学
習

習
慣
の
確
立

家庭での生
活・学習習慣
の向上に取り
組み、自ら学
ぶ子どもを育
成する。

・「情報の検索」「情報の整理」の項目におい
て９０％以上の肯定評価となった。特に「情報
の検索」においては高学年では肯定評価９
２％で昨年度より、１１％増えた。
・どの学年においても、積極的にタブレットを
活用している。

・毎学期、違うパターンの避難訓練に取り組
めた。
・定期的に職員が下校指導に取り組めた。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体


